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（計算例）
◆所得税，市・県民税は次のように変わります。

税制改正についてお知らせします

平成１７年１月１日現在６５歳以上で，公的年金収入が２８８万円，配偶者を扶養にしている場合

改正前 所得 税額
所得税

１４１万円
非課税

市・県民税 ４，５００円
（内　均等割 4,500 円）

改正後 所得 税額
所得税

１６８万円
４９，３００円

市・県民税 ３８，２００円
（内　均等割 4,500 円）➡

平成１７年１月１日現在６５歳以上で，公的年金収入が２８８万円，扶養している人がいない場合

改正前 所得 税額
所得税

１４１万円
１８，１００円

市・県民税 １７，６００円
（内　均等割 4,500 円）

改正後 所得 税額
所得税

１６８万円
７９，７００円

市・県民税 ５３，５００円
（内　均等割 4,500 円）➡

平成１７年１月１日現在６５歳以上で，公的年金収入が２００万円，配偶者を扶養にしている場合

改正前 所得 税額
所得税

６０万円
非課税

市・県民税 非課税

改正後 所得 税額
所得税

８０万円
非課税

市・県民税 １，８００円
（内　均等割 1,800 円）➡

◆国民健康保険料は次のように変わります。（平成１７年度料率により算定）
　詳しくは国保年金係（☎ 82-1177）へお問い合わせください。
平成１７年１月１日現在６５歳以上で，公的年金収入が３００万円，配偶者を扶養にしている場合

改正前 所得 保険料額 備考
所得割 １５０万円 １０１，７９０円
均等割（22,800 円× 2人） ４５，６００円
平等割 ２１，６００円
計 １６８，９９０円

改正後 所得 保険料額 備考
所得割 １８０万円 １２７，８９０円
均等割（22,800 円× 2人） ４５，６００円
平等割 ２１，６００円
計 １９５，０９０円

➡
平成１７年１月１日現在６５歳以上で，公的年金収入が２５８万円，配偶者を扶養にしている場合

改正前 所得 保険料額 備考
所得割 １１８万円 ７３，９５０円
均等割（18,240 円× 2人） ３６，４８０円 ２割軽減
平等割 １７，２８０円 ２割軽減
計 １２７，７１０円

改正後 所得 保険料額 備考
所得割 １３８万円 ９１，３５０円
均等割（22,800 円× 2人） ４５，６００円
平等割 ２１，６００円
計 １５８，５５０円

➡
平成１７年１月１日現在６５歳以上で，公的年金収入が２１２万円，配偶者を扶養にしている場合

改正前 所得 保険料額 備考
所得割 ７２万円 ３３，９３０円
均等割（11,400 円× 2人） ２２，８００円 ５割軽減
平等割 １０，８００円 ５割軽減
計 ６７，５３０円

改正後 所得 保険料額 備考
所得割 ９２万円 ５１，３３０円
均等割（18,240 円× 2人） ３６，４８０円 ２割軽減
平等割 １７，２８０円 ２割軽減
計 １０５，０９０円

➡
平成１７年１月１日現在６５歳以上で，公的年金収入が１８８万円，配偶者を扶養にしている場合

改正前 所得 保険料額 備考
所得割 ４８万円 １３，０５０円
均等割 （6,840 円× 2人） １３，６８０円 ７割軽減
平等割 ６，４８０円 ７割軽減
計 ３３，２１０円

改正後 所得 保険料額 備考
所得割 ６８万円 ３０，４５０円
均等割（11,400 円× 2人） ２２，８００円 ５割軽減
平等割 １０，８００円 ５割軽減
計 ６４，０５０円

➡
◆介護保険料についても，税額変更により保険料の段階が変わることがあります。
　詳しくは介護保険係（☎ 82-1172）へお問い合わせください。

問い合せ先 所 得税については 厚 狭 税 務 署（☎72-0180）
 市・県民税については 税務課市民税係（☎82-1125）

１１月１１日㈮～１７日㈭は「税を考える週間」です

社会保険料を 25 万円，生命保険料を 12 万円，損害
保険料を 8千円，支払っている場合で計算しています（ ）


